平成２６年度　東北地区知的障害者福祉協会「第２回　研修委員会」報告
１　日　時　　平成２６年１１月２８日（金）１３時～１６時
２　場　所　　宮城県障害者福祉センター　１階　図書室

３　出席者　　（１）研修委員長　　二階堂明彦（宮城県）ほっとさわべ

　　　　　　　（２）研修委員　　　吉田　立盛（青森県）ホープフルのぎくの園
　　　　　　　（３）研修委員　　　松岡　静久（岩手県）虹の家
　　　　　　　（４）研修委員　　　成田　重昭（秋田県）吉野学園
　　　　　　　（５）研修委員　　　重吉　正文（山形県）希望ヶ丘こだま寮
　　　　　　　（６）研修委員　　　石川　　仁（宮城県）宮城県啓佑学園
４　挨　拶　　　　　　　　　　　　　東北地区知的障害者福祉協会　二階堂研修委員長

　　　前回の研修委員会において、各委員から今後の研修への課題や在り方について、多
くの意見や提案がありました。今回の「第２回研修委員会」では、前回の協議を踏ま

えて「研修目標」や「研修の進め方」について、少し具体的な内容を協議したいと考
えております。昨日、井上会長と相談して「たたき台」を作成いたしましたので、本
日はよろしくお願いします。
５　協　議

【二階堂委員長】　研修目標を三点にまとめてみた。この研修目標を基本とし、研修計
画を立案していく流れにしたいが、各委員のご意見を伺いたい。
【 各　委　員 】　研修目標については、基本的この内容で良いと思う。
【二階堂委員長】　研修の進め方について協議をしたいが、その前に前回の委員会で課題となっていた「部会編成」にも影響してくるので確認しておきたい。
【　松岡委員　】　今年度は、東北６県での部会編成で進捗しているが再編成も視野に

入れることも必要性についても確認していきたい。
【　吉田委員　】　部会の再編成を考える時に、利用者の生活スタイルに合わせて「働

く」・「暮らす」・「遊ぶ・学ぶ」という枠組みもあると思う。
　【　松岡委員　】　前回の協議で提案された、各県の中堅職員で発表型の研修する際に、

ロールプレイの実施をする場合は、グループ分けも考慮すると最大で１００名程度の研修規模が妥当ではないか。
　【　成田委員　】　以前、ディズニーランドの講師から「おもてなしの心」の話をして

貰ったが、とても良かった。職員が元気になれる研修になると思う。
　【　吉田委員　】　スターバックスコーヒーの役員の話は職員がやる気の出る内容であ
った。業種が違っても、リーダーシップのある人の話は魅力があった。
　【二階堂委員長】　東京で福祉に関係する仲間が集まる研修に参加してきたが、参加者
がとても熱くて心を動かされました。すごいパワーだった。そこに魅

力ある研修のヒントがあるのではないか。
　【　石川委員　】　ディズニーランドは接遇だけでなく、３・１１の大震災の時も２万
人の利用者を安全に避難誘導した危機管理面でも福祉施設として学ぶ
べきことがある。
　【　重吉委員　】　ディズニーランド等の異種業種から学ぶことは刺激になるし、効果的な研修になると思う。
【　ま と め　】
　・２７年度は、研修委員会が主導して研修を実施する。但し、事業別の当番県は変更せず、研修の協力体制とする。２８年度は、新たな役員（研修委員）で検討し実施する。
　・施設長研修は、虐待防止も含めた権利擁護をテーマにして、弁護士等の専門家の講師も視野に入れる。
　・中堅職員にターゲットを絞った発表型の研修実施については、六県から発表者を推薦

してもらい、ポスター発表もできれば良い研修になると思う。
【今後について】
　・次回は研修委員会として、平成２７年度の実施に向けた具体的な計画を協議する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
